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・父親に関する育児書の指導記述の変遷(第 1 報)、(第 2 報) 
・我が国の育児書におけるふたご(多胎児)に関する指導記述の変遷 
・わが国において近年発行された多胎児専門の育児書について 
・委託育児に関する育児書の指導記述の変遷(第 1 報)－私的委託対象について－ 































  １年次の基本的動きの習得を基に、２年次では学生自身の体育あそびの指導力を向上する 
ことを目指し、授業の中で学生が学生を指導する。 
  グループで計画を立て人前に立ち、声出しを実践することで他学生の指導の仕方や声の出し 
方（大きさや早さ等）、表情等が刺激や反省になり、回を重ねるごとにうまくなっていく。 





  ・野菜レンジャー 
   子どもたちの前で見本を示す時の注意事項や部分指導から全体指導へ 
〇マット運動（用具の準備と安全確認） 
  ・前転（見本を示す時の注意、導入の仕方） 
  ・前転補助（手の添え方、足の位置、まわすタイミング） 
  ・後転（手のつき方の注意、導入の仕方） 
  ・後転（手の支え方、立ち位置、引き上げのタイミング） 
〇跳び箱（見本での注意点） 
  ・導入の仕方（開脚、カエル、手のつき方の注意） 
  ・手の位置（手の差し出しタイミング、移動のタイミング、ことばかけ） 
〇表現運動（リズム感、注意力、脚力をつける） 
  ・競争 
〇ボールあそび（調整力、巧緻性をつける） 
  ・ゲーム 
〇リングあそび（調整力、巧緻性をつける） 
  ・リングの特性、あつかい方 
  ・ゲーム 
〇鬼ごっこ（敏捷性を高め、持久力をつける ルールの理解） 
  ・ルールの説明、声かけのタイミング 
  ・一人鬼、複数鬼 
〇伝承あそび（仲間意識、リズム感を高める） 
  ・歌あそび 
〇なわあそび（リズム感、持久力を高める） 





















































































































































   
   
   

































































    
   
   























   
   
   




















   
   
   
























   
   
   
















   
   
   



































































































































































































    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   





























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   












    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   














   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   






























   












































   






















    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   






















    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   




























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
































   
   
   
   
   
   
   


























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   




























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   


































   
   
   
   
   




























    
   
   
   
   
   
   
   
   













































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   










































































































    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

















    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   






















    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   



















    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   


































    
   
   
   
   
   
   
   
   





































    




























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   



























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   




























    
   
   
   
   
   
   
   
   



























    
   
   
   
   
   
   
   
   
   






















    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   









    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   



































    
   
   
   
   
   
   
   
   
















































































































    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   






































































































    











































    
























































    
   
   
   
   
   
   
  
    
   
   
   
   
   













































































































































































































































































FDSD 勉強会 幼児教育科リレー発表会 資料 
久野 
初年次教育における大学図書館の学習支援方法の研究（共同研究） 

























雑誌・書籍販売コーナー、DVD, CDレンタルコーナ  ー
スターバックス出店 
利用カード（Tカードタイプ）自動貸出機利用で1日1回3ポイント付与 
司書 → コンシェルジュ 
休館日なし、開館時間延長 


















ＦＤＳＤ勉強会 幼児教育科リレー発表会 資料 
  「仮名書き絵入り往生要集」の書誌学的研究から受容史的研究への展開 
平成 25 年 5 月 29 日 
西田直樹 
 ①源流にある『往生要集』について 
   日本人の地獄観の形成に最も影響を与えた書物が『往生要集』である事に異論を唱える研究者は、ほとんどい
























   1980 年代末の学界では「仮名書き絵入り往生要集」の書誌学的な研究（出版史の解明）も十分に行われていな
かった。そこで私は、まず「仮名書き絵入り往生要集」の出版史の全容を解明したいと考え、諸本の調査・収集














     『心理臨床と試行錯誤論』 
               作新学院大学女子短期大学部 牧 裕夫 
 
１．サイコドラマでの治療論（研究・実践の土台として）
  サイコドラマ：J.L.Moreno(1889-1974)が創始した演劇的手法を用いた集団精神療法 
  (1) 代表的な心理療法の中での試行錯誤の位置づけ 
   ●行動療法：試行錯誤の頻度を減少させ段階的に目的行動を実現する。（→試行錯誤は少
ない方が，出来ればない方がよい←一般的見解であるのでは・・・） 
   ●精神分析：心の深層に抑圧しているエピソードを意識化する為に，そこでの抑圧を除々
に取り除く。（→徐々に取り除くという試行錯誤そのものに治療的効果はない） 
   ★サイコドラマ：演劇的手法による試行錯誤体験から常に新しい可能性を探る。（→試行
錯誤を維持，継続することでより創造的で健康的な適応を実現しえる） 
  (2) サイコドラマの今日的な治療観（状況論的な視点）     
   適応的な行動や関係性を実現する過程で試行錯誤は必要条件であり，高度な適応状態と 
は試行錯誤から環境を自らの身体の一部として体験できることである。 












  事例１ 不登校 小学校２～６年 
   オセロ，将棋等では勝手にルールを変え，またゲームボードをひっくり返す等で勝ちにこだわった
→囲碁で負けた時に「これはアート作品だ」と勝ち負けではないアート化で負けることを受け止めた。 
  事例２ 虐待  小学校２年～４年 








  事例３ 自閉症スペクトラム障害 ４歳  


















明治 11 年「保育唱歌」 明治 14 年「小学校唱歌」 明治 20 年「幼稚園小学校唱歌」 
明治 34 年「幼稚園唱歌」 明治 43 年「尋常小学校読本唱歌」 
明治 44 年～大正 3 年「尋常小学校（第 1 学年用～第 6 学年用）」  






















「跳」2013 年 木                  「アンテナ」2013 年 木 
「足音」2012 年 木 


































2013/05/29 FDSD 勉強会  発表者：設楽紗英子 
 
































2010 年 青年における親のワーク・エンゲイジメントと親子関係，「働く」イメージの関連 





2013 年 大学進学から次の進路選択へ ——保育者養成系 1 年生を対象にした検討― 
大学生活における振り返りと進路適応 










職業ストレスモデル： the JD-R model



































































つ全般的な感情と認知 」（Schaufeli et al., 2001）
① 活力（Vigor） … エネルギー，粘り強さ
② 熱心さ（Dedication） … 意義，プライド，挑戦
③ 没頭（Absorption） … 仕事に夢中



















1. 福祉教育とは何か  
 





2. 現在の福祉教育の特徴  
  












   




















  教育学；教育哲学（教育問題に対する哲学的アプローチ） 
 
  教育哲学    ① 思想（史）研究 （例：ジョン・デューイの教育思想研究） 




（１）英米教育哲学における teaching 概念の哲学的分析 
   1960 年代以後に盛んに議論された、教育学の基礎的概念の明確化というプロジェクト 
    ← 教育学の学際化に伴う基礎理論の曖昧化 
   ※ その典型的事例として、teaching 概念を対象に取り上げて研究を行ってきた。 
 
（２）実践記録を基にした「教える」という概念の再考察 
   これまでの教師たちが自らの「教える」という行いをどのように認識して、日々の実践を 
行っていたのか。 





   教育と言語は、歴史的に見ても極めて強い依存関係にある。 




   国語教育や日本語教育、外国語教育等の言語教育を、国内外の事例を分析することで再吟 
味することを目指す。 






























英語Ⅰ 演習 １ １～２
英語Ⅱ 演習 １ １～２
Ｂ
群
心理学 講義 ２ １～２
美術史 講義 ２ １～２
デザイン論 講義 ２ １～２
日本国憲法 講義 ２ １～２
くらしと生物学 講義 ２ １～２
環境教育 講義 ２ １～２
ライフデザイン 講義 ２ １～２
文章表現 演習 １ ２
情報処理Ⅰ 演習 １ １～２
情報処理Ⅱ 演習 １ １～２
Ｃ
群
体育講義 講義 １ ２























月 火 水 木 金
１
前期 ●環境教育●デザイン論 ●情報処理Ⅰ 言葉（指導法） ●日本国憲法
後期 図画工作Ⅱ ●環境教育●美術史 ●情報処理Ⅱ 体育Ⅱ 保育原理
２
前期 教育原理 児童文化Ⅰ 体育Ⅰ 環境（指導法） 社会福祉
後期 ●ライフデザイン 相談援助 音楽Ⅱ ●くらしと生物学 児童家庭福祉
３
前期 図画工作Ⅰ 健康（指導法） 人間関係（指導法） 保育内容総論 教育実習指導
後期 保育実習指導（保育所） 教育方法論 児童文化Ⅱ 生活 音楽Ⅲ
４
前期 発達心理学 音楽Ⅰ ●英語Ⅰ 音楽Ⅲ
後期 保育実習指導Ⅰ ●英語Ⅱ ●心理学
５
前期 表現（指導法）
後期 就職講座実習説明会
92
3Ｃ群（体育講義・体育実技）
体育講義と体育実技は、共に必修である。したがって、教科の増減は考える必要がない。
現状維持の形を採り、授業内容についての点検・改善を重ねて行く事がベストであろう。
　つまり、教養教育の改善の中心はＡ群とＢ群という事になるのである。
③作短における教養教育のあるべき方向性
　以上の事を踏まえて、作短における教養教育のあるべき方向性（つまり教科構成や改善
の方向性）を以下の□イ ～□ハ のような考え方をする必要があるのではないだろうか。
□イ 	 教養科目全般については、まず学生自身が在学中及び卒業後にわたって、社会人と
しての生活を支える知識や考え方を身に付けられる教科構成をめざす。
□ロ 	 Ａ群においては、英語教育の充実を図る必要がある。ただし、作短の学生が苦手意
識を持たずに学べ、かつ幼稚園等の現場でも役立つ英語の学習方法を考える。
□ハ 	 Ｂ群においては、学生に身に付けさせたい知識を具体的に選択した上で、開講科目
の見直しを行う。専任教員の専門性等を生し、オムニバス形式の授業の可能性も探る。
　今後、FDSD委員会では、作短の教養教育の更なる充実を目指して、真摯に取り組んで
行きたいと考えている。
４　おわりに
①高等教育学的発想の醸成
　教養科目の改革は、一朝一夕に完成するものでは無い。しかも、限られたスタッフと財
源の中で改革を行わねばならない。この事は、全国の大学・短大でも同様であろう。
　昨今、大学・短大は「ブランド戦略」や「運営戦略」など、「戦略」を意識するようになっ
た。本稿に置いて扱った教養教育においても「戦略」が必要である。しかし、それは単純
な組織運営や費用対効果から導き出される答えをカリキュラムにあてはめるものでは無い。
大学や短大である以上、そこには学問的な発想や裏付けが必要である。
　大学や短大の授業は、高度な専門性を持つ教員による知識の伝授を重視して来た。また
授業における教授法や教材研究、あるいは教育心理学からのアプローチは存在した。しか
し全入時代（ユニバーサル化時代）を迎えた日本の大学・短大には、教育学を基礎とした
広義の「高等教育学」と呼べる学問体系を学部・学科において意識し、必要に応じて新た
な研究分野を開拓して行く必要があるのではないだろうか。
93
高等教育機関における教養教育の構想
注記
（注１）　アドミッションポリシー
幼児教育科は、以下のような人材を求めている。
１．建学の精神である「作新民」に共感して、自ら成長する意欲のある人
２．教育理念である「自学・自習、自主・自律」に共感して、習礼的に学ぶ意欲のある人
３．幼児教育者としての資質を身につけ、社会に貢献したいと考えている人
（注２）　これからの教養教育
平成25年６月14日に閣議決定された「第２期教育振興基本計画」では、「我が国を取り巻く
危機的状況」を示した上で、「今後の社会の方向性」として「自立」「協働」「創造」の３つ
の理念の実現に向けた生涯学習社会を構築する必要が説かれている。しかし、ここで説か
れるような「生涯学習」には、学習の基盤となる「教養」が不可欠である。高等教育（あ
るいは中等教育がこれを担う可能性もあるが。）における教養教育の重要性は、今後より多
くの関心を集めて行くだろう。
（注３）　
赤羽薫教授は10月２日に「幼児造形指導における画材研究」という題目で発表を行った。
水彩絵具の主な成分や幼児指導の留意点、水彩絵具の楽しみ方などが発表の内容であった。
なお発表資料がA4版14ページのため、本稿においては、紙数に限りがあり、割愛した。
参考文献
『教養主義の没落』2003年　竹内陽　中央公論新社
『大学破綻　―合併、身売り、倒産の内幕』2010年　諸星裕　角川書店
『学生の理解を重視する大学授業』2010年　ノエル・エントウィスル（山口栄一　訳）　玉川大学
出版部
『看板学部と看板倒れ学部　大学教育は玉石混交』2012年　倉部史記　中央公論新社
『教養の力　東大駒場で学ぶこと』2013年　斉藤兆史　集英社
『平成25年度　教育改革ITC戦略大会　資料』2013年　公益社団法人　私立大学情報教育協会
『ビジネスパーソンのための教養大全』2013年　坂巻正伸　他　日経BP社
『大学淘汰が始まった！』2013年　平山一城　宝島社
